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３月 １
１ 日（日）姶良公民館において『第１回

あいら福祉まつり』を盛大に開催しました。

様々な催しやコーナーを設け、多くの皆様にご

参加・ご協力いただきました。 

発 行／社会福祉法人姶良市社会福祉協議会 
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（
敬
称
略
） 

 

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
（
１
名
） 

 
 

川
上
レ
イ
子 

 

◆
福
祉
施
設
職
員
永
年
勤
続
表
彰
（
26
名
） 

 
 

金
丸
千
代
子 

羽
生
健
也 

 
三
浦
俊
則 

 

米
丸
和
孝 

 

 
 

高
田
厚
子 

 

吉
原
順
子 

 

畠
中
恵
子 

 

迫
田
千
鶴 

 

 
 

福
森
秀
代 

 

森
重
宏
美 

 

別
府
啓
子 

 

吉
村
須
美
子 

 
 

川
原
麻
美 

 

上
野
利
恵
子 

中
原
さ
よ
子 
野
間
川
内
チ
エ
ミ 

 
 

笹
峯
真
里 

 

森
岡
美
和 

 

米
村
順
子 

 
奈
良
木
恵
子 

 
 

堀 

正
彦 

 

大
迫
み
ゆ
き 

日
高
晶
子 

 

迫
田
耕
一 

 

 
 

宮
路
幸
廣 

 

池
田
万
里
子 

 
 

◆
福
祉
団
体
役
員
（
１
名
） 

 
 

丸
野
充
子 

 

◆
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
（
５
名
） 

 
 
 

妹
尾
レ
ン 

 

川
原
ヒ
サ
エ 

青
山
奈
奈
美 

 
 

山
内
昌
子 

 

千
石
洋
子 

 

 

◆
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
１
団
体
） 

 
 
 

人
形
劇
団
ピ
ノ
キ
オ 

  

◆
感
謝
状
表
彰
（
８
名
・
３
団
体
） 

松
下
義
隆 

 

櫟
山
ム
ツ 
 
 

池
平
忠
志 

 

家
村
律
子 

松
田 

誠 
 

上
笹
貫
は
つ
み 

羽
月
幹
男 

 

鎌
田
政
夫 

株
式
会
社
キ
ョ
ク
ヨ
ウ
友
愛
会 

株
式
会
社
イ
ン
グ 

株
式
会
社
イ
ケ
ダ
パ
ン 

 

 

◆
第
２
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
（
代
表
者
３
名
） 

 
 
 

藤
山
諒
子
（
西
浦
小
学
校
４
年
） 

 
 
 

大
塚
南
穗
（
重
富
中
学
校
３
年
） 

 
 
 

福
元
美
月
（
龍
桜
高
等
学
校
１
年
） 

  

◆
第
２
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
優
秀
賞
（
１
校
） 

 
 
 

姶
良
市
立
漆
小
学
校 

親
子
で
楽
し
む
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン

や
ダ
ン
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
。
た
く
さ
ん
の

お
友
達
が
折
り
紙
し
た
り
壁

一
面
に
ら
く
が
き
し
た
り
、
思

い
っ
き
り
遊
び
ま
し
た
。 

簡
単
に
作
れ
る
『
豆
腐
団
子
』

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ん
ま

る
美
味
し
い
お
団
子
が
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。 

 

♪
レ
シ
ピ
紹
介 

 

Ⓐ
絹
ご
し
豆
腐 

半
丁 

 
 

白
玉
粉 

一
三
〇
㌘ 

 

Ⓑ
水 

 
 

一
〇
〇
㌘ 

 
 

砂
糖 

 
 

五
〇
㌘ 

 
 

薄
口
醤
油 

三
五
cc 

 

Ⓒ
片
栗
粉 

 
 

♪
作
り
方 

１ 

Ⓐ
を
よ
く
混
ぜ
て
一
口
大
に

ま
る
め
、
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
で

ゆ
が
く
。
浮
き
上
が
っ
て
き
た

ら
Ｏ
Ｋ
。 

 

２ 

Ⓑ
を
沸
騰 

さ
せ
、
ⓒ
片 

栗
粉
で
と
ろ 

み
を
つ
け
、 

団
子
に
か
ら 

め
る
。 

屋
外
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ご
来
場
い
た
だ
い

た
方
々
に
非
常
炊
出
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
非
常
食
は
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
特

殊
な
袋
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。
こ
の
非
常
食

は
、
災
害
避
難
時
、
被
災
者
に
衛
生
的
で
且

つ
平
等
に
配
布
で
き
る
も
の
で
す
。
訓
練
で

は
、
赤
十
字
奉
仕
団 

の
皆
さ
ん
が
作
り
方 

の
指
導
や
試
食
の
配 

布
等
を
行
い
ま
し
た
。 

MBC タレント 

猪俣睦彦氏 

(愛称:むっちゃん) 

得
意
の
鹿
児
島
弁
ト
ー
ク
で
会
場
を

笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
お

も
し
ろ
く
て
涙
が
で
ま
し
た
。
」「
笑
い
の

連
続
で
時
間
が
短
く
感
じ
ま
し
た
。
」「
む

っ
ち
ゃ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

主
催 

社
会
福
祉
法
人
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

後
援 

姶
良
市 

姶
良
市
教
育
委
員
会 

協
賛 

株
式
会
社
イ
ケ
ダ
パ
ン 

皿も箸も使わない 

非常食 

３
月
１１
日
（
日
）
姶
良
公
民
館
に
お
い
て
『
第
１
回
あ
い
ら
福
祉
ま

つ
り
』
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
様
々
な
催
し
や
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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第
７
号
で
『
ふ
く
し
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
を
募
集
し
、
47

点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。集
ま
っ
た
作
品
を
福
祉
ま
つ
り
に
て
展
示

し
、
来
場
者
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
投
票
数
が

多
か
っ
た
８
作
品
を
順
に
掲
載
し
ま
す
。 

い
や
が
ら
ず 

み
ん
な
え
が
お
で 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

キ
ー
マ
ン 

あ
り
が
と
う 

あ
な
た
の
支
え
で 

生
き
ら
れ
る 

瀬
戸
口
千
恵
子 

ぼ
け
ん
ご
ち 

タ
ワ
シ
作
れ
ち 

あ
て
ご
わ
れ 

竹
内
は
ま 

差
し
伸
べ
る 

手
の
ぬ
く
も
り
に 

絆
あ
り 

瀬
戸
口
成
美 

お
た
が
い
が 

心
あ
た
た
か
い 

世
の
中
に 杉

延 

惠 

車
椅
子 

押
し
て
る
人
も 

白
髪
が 

奥 

菊
美 

独
り
身
を 

サ
ロ
ン
仲
間
に 

支
え
ら
れ 

伊
地
知
富
仁
乃 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
り
た
い
け
れ
ど 

高
齢
者 

小
吹
美
代 

こ
の
他
の
作
品
も
皆
様
の
福
祉
に
対
す
る
思
い
が
詰
ま
っ

た
、
心
温
ま
る
素
敵
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。 

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

佳 作 優 秀 賞 最優秀賞  

大
切
な
こ
と 

目
指
せ
世
界
一 

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に 

け
い
ろ
う
会 

す
て
き
な
え
が
お 

「
何
か
」
に
挑
戦
す
る
こ
と 

人
の
気
持
ち 

高
れ
い
者
の
方
々
と 

 
 

 
 

交
流
し
た
経
験
か
ら 

地
い
き
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に 

ぼ
く
の
ひ
だ
り
あ
し 

介
護
実
習
を
終
え
て 

決
意
し
た
こ
と 

共
に
生
き
る 

祖
母
の
入
浴 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
ね
。 

な
ん
天
え
ん
へ
い
っ
た
よ 

作 

文 

題 

名 

加
治
木
高(

１) 

帖
佐
中(

１) 

加
治
木
小(

６) 

重
富
小(

４) 

西
浦
小(
１) 

加
治
木
高(

１) 
帖
佐
中(

２) 

三
船
小(

６) 

漆
小(

４) 

山
田
小(

１) 

龍
桜
高(

１) 

重
富
中(

３) 

漆
小(

５) 

西
浦
小(

４) 

蒲
生
小(

１) 

学
校
名(

学
年) 

田
ノ
上
真
実 

下
津
曲
桃
子 

永
田
友
美 

山
﨑
聡
子 

お
し
か
わ
り
ゅ
う 

藤
田
愛
理 

堀
之
内
亮
子 

片
野
坂
陽
菜 

平
原
皓
瑛 

き
た
さ
こ
い
く
み 

福
元
美
月 

大
塚
南
穂 

宮
之
原
里
咲 

藤
山
諒
子 

と
く
し
げ
あ
ん
な 

氏 

名
（
敬
称
略
） 

 

応
募
作
品
86
点
の
中
か
ら
次
の
15
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

自
分
が
体
験
し
感
じ
た
こ
と
や
意
見
を
表
現
し
、
読
む
人
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。 

※
福
祉
作
文
集
は
市
内
の
図
書
館
・
公
民
館
・
各
学
校
・
社
協
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

藤
山
諒
子 

さ
ん 

大
塚
南
穂 

さ
ん 

福
元
美
月 

さ
ん 

「こんな役立つ物があっ

たんだぁ」 足先に手が届

かない状況でも 1 人で靴

下を履くことができる「ソ

ックスエイド」の作成を行

いました。 

加治木中学校放送部 

大岩根純奈さん(右) 

下園真子さん(左) 
 

ご協力ありがとうござい

ました。 

各体験コーナーを回るスタンプラ

リーを実施しました。この景品と

して、株式会社イケダパン様から

「あいらぐまのラスク」100 箱を

ご提供いただきました。 
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
一
〇
九

条
に
規
定
さ
れ
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
唯
一

の
民
間
団
体
と
し
て
、
公
共
的
な
性
格
を
併
せ
持

つ
特
性
を
生
か
し
、
民
間
福
祉
活
動
の
中
核
団
体

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
地
域
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
行
政
を

は
じ
め
住
民
自
治
組
織
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
、

福
祉
施
設
な
ど
各
分
野
と
連
携
・
協
働
し
、
関
係

者
の
主
体
的
参
加
を
得
た
活
動
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
平
成
二
十
四
年
度
の
重
点
事
項
を
次
の
と

お
り
と
し
、
各
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
実
施
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

一 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進 

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
住
民
参
加
で

身
近
な
地
域
で
支
え
あ
う
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
指
し
、
行
政
を
は
じ
め
住
民
自
治

組
織
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
、
福
祉
施
設

な
ど
各
分
野
と
連
携
・
協
働
し
、
地
域
福

祉
活
動
の
基
盤
と
な
る
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
作
り
ま
す
。 

 

二 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
及
び
活
動
の
振
興 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
福
祉
教
育
を
基

軸
と
し
て
の
市
民
啓
発
事
業
を
行
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。 

 

三 

広
報
活
動
等
の
積
極
的
な
推
進 

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
市
内

の
福
祉
関
係
団
体
の
取
り
組
み
状
況
等
を

踏
ま
え
、
今
伝
え
て
い
く
べ
き
情
報
、
活

き
た
情
報
を
広
報
誌
と
携
帯
電
話
で
の
情

報
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
し
正
確
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
の
展
開

の
検
討
を
行
い
ま
す
。 

一 

会
務
の
運
営 

 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
及
び
監
査

の
実
施 

 

二 

広
報
活
動
等
の
推
進 

 
(

一)

広
報
誌
の
発
行 

(

二)

タ
イ
ム
リ
ー
な
携
帯
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

の
検
討 

(

三)

福
祉
ま
つ
り
の
開
催 

(

四)

個
人
情
報
の
適
正
な
管
理 

 

三 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進 

 
(

一)

地
域
活
動
の
支
援
と
連
携
及
び
連

絡
調
整 

 
(

二)

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

の
実
施 

 
(

三)
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施 

 
(

四)
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動

の
支
援 

 
(

五)

各
種
福
祉
団
体
と
の
連
絡
調
整
及

び
活
動
支
援 

 

四 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進 

 
(

一)

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催 

 
(

二)

福
祉
教
育
の
実
施 

 
(

三)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出 

 
(

四)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
普
及 

 
(

五)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携 

 

五 

在
宅
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
及
び
障
害
者

福
祉
事
業
の
推
進 

 
(

一)

訪
問
介
護
事
業 

 
(

二)

訪
問
入
浴
介
護
事
業 

 
(

三)

居
宅
介
護
支
援
事
業 

 
(

四)

予
防
プ
ラ
ン
作
成
業
務
・
要
介
護

認
定
調
査
業
務 

 
(

五)

居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
事
業 

 
(

六)

介
護
予
防
事
業 

 

ア 

介
護
予
防
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

事
業 

 

イ 

食
の
自
立
支
援
事
業 

 

ウ 

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

事
業 

 
(

七)

障
害
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 
(

八)

地
域
自
立
生
活
支
援
事
業 

 
(

九)

あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

事
業 

 

六 

指
定
管
理
施
設
の
適
正
な
管
理
・
運
営 

 
(

一)

姶
良
市
社
会
福
祉
会
館
の
管
理
運
営 

 
(

二)

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン 

 
 

 

タ
ー
及
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営 

 
(

三)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営 

 

七 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業 

 

八 

心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営 

 

九 

収
益
事
業
の
実
施 

 
(

一)

祭
壇
貸
出
事
業
の
実
施
及
び
業
務
拡
大 

 
(

二)

墓
守
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大 

 

十 

共
同
募
金
運
動 

 
(

一)

一
般
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

 
 

 

運
動
の
実
施
及
び
運
動
の
啓
発 

 
(

二)

配
分
の
適
正
化 

 
(

三)
透
明
性
の
確
保 

 

十
一 

低
所
得
世
帯
等
の
多
重
債
務
の
未
然
防

止
及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
役
割 

 
(

一)

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償
還
促
進 

 
(

二)

援
護
資
金
貸
付
事
業
の
実
施 

 

十
二 

そ
の
他
の
事
業 

 
(

一)

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
へ
の
協
力 

 
(

二)

災
害
援
助
（
見
舞
金
・
見
舞
品
の
支
給
） 

収 入 

297,656 

千円 

支 出 

297,656 

千円 

会費収入 4,607 千円 

寄付金収入 10,593 千円 

経常経費補助金収入 

 43,250 千円 

受託金収入 89,308 千円 

 
事業収入 386 千円 

貸付事業等収入 1,246千円 

共同募金配分金収入 7,918 千円 負担金収入 6,000 千円 

介護保険収入 42,571 千円 

自立支援費等収入 

 7,509 千円 

利用者等利用料収入 

 76,099 千円 

雑収入 484 千円 

受取利息配当金収入 76 千円 

会計単位間繰入金収入 1千円 

施設整備等補助金収入 1,300 千円 前年度繰越金収入 2,643 千円 

人件費支出 183,598 千円 

事務費支出 16,087 千円 

事業費支出 

 81,807 千円 

貸付事業等支出 

 1,246 千円 

助成金支出 4,723 千円 

施設整備等支出 1,590千円 財務活動等支出 6,715 千円 

予備費 1,890 千円 

    
（単位 ： 千円） 

会費収入 4,607  共同募金配分金収入 7,918  雑収入 484  

寄付金収入 10,593  負担金収入 6,000  受取利息配当金収入 76  

経常経費補助金収入 43,250  介護保険収入 42,571  会計単位間繰入金収入 1  

受託金収入 89,308  自立支援費等収入 7,509  施設整備等補助金収入 1,300  

事業収入 386  利用者等利用料収入 76,099  前年度繰越金収入 2,643  

貸付事業等収入 1,246  私的契約利用料収入 3,665  収入計 297,656  

 

    
（単位 ： 千円） 

人件費支出 183,598  貸付事業等支出 1,246  財務活動等支出 6,715  

事務費支出 16,087  助成金支出 4,723  予備費 1,890  

事業費支出 81,807  施設整備等支出 1,590  支出計 297,656  
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◆問合せ先◆ 

姶良市社会福祉協議会 

本所       TEL65-7757 

加治木支所 TEL62-2041 

蒲生支所   TEL52-1400 

毎
週
火
曜
日
に
輪
番
で
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。 

【
時 

間
】 
午
前
９
時
～
正
午 

【
利
用
料
】 

無 
料 

 

 

場所 
 

月 

姶良保健ｾﾝﾀｰ 

(西餅田 3311-1) 

松原地区公民館 

(東餅田 3141) 

加治木ふれあいｾﾝﾀｰ 

(加治木町本町 380) 

蒲生高齢者福祉ｾﾝﾀｰ 

(蒲生町白男 347) 

4 月 11日(水) 20 日(金)   13 日(金) 27 日(金) 19 日(木) 

5 月 2 日(水) 16 日(水)   11 日(金) 25 日(金) 17 日(木) 

6 月 13日(水)  1 日(金) 15日(金) 8 日(金) 22 日(金) 21 日(木) 

7 月 11日(水) 25 日(水) 5 日(木)  13 日(金) 27 日(金) 19 日(木) 

8 月 1 日(水) 31 日(金)   10 日(金) 24 日(金) 16 日(木) 

9 月 12日(水)  5 日(木) 26日(木) 14 日(金) 28 日(金) 20 日(木) 

10 月   20日(木)  12 日(金) 26 日(金) 18 日(木) 

11 月 14日(水) 21 日(水) 3 日(水) 31日(水) 9 日(金)  15 日(木) 

12 月 5 日(水)    14 日(金)  20 日(木) 

1 月 16日(水) 23 日(水) 31日(木)  11 日(金) 25 日(金) 17 日(木) 

2 月 13日(水)  27日(木)  8 日(金) 22 日(金) 21 日(木) 

3 月 6 日(水) 15 日(水)   8 日(金) 22 日(金) 21 日(木) 

 

 

場所 

月 

姶良市社会福祉会館 

(宮島町 13-9) 

加治木福祉ｾﾝﾀｰ 

(加治木町本町 393) 

蒲生高齢者福祉ｾﾝﾀｰ 

(蒲生町白男 347) 

4 月 3 日 24 日 10 日  １７日  

5 月 15 日  1 日 22 日 8 日 29 日 

6 月 5 日 26 日 12 日  19 日  

7 月 17 日  3 日 24 日 10 日 31 日 

8 月 7 日 28 日 14 日  21 日  

9 月 18 日  4 日 25 日 11 日  

10 月 9 日 30 日 16 日  2 日 23 日 

11 月 20 日  6 日 27 日 20 日  

12 月 11 日  18 日  4 日 25 日 

1 月 8 日 29 日 15 日  22 日  

2 月 19 日  5 日 26 日 12 日  

3 月 12 日  19 日  5 日 26 日 
 

親
子
で
参
加
し
て
、
自
由
に
遊

ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
サ
ロ
ン

で
す
。
ど
の
会
場
も
ご
予
約
な
し

で
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者 

妊
婦
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す 

【
時 

間
】 

午
前
10
時
～
正
午 

【
参
加
費
】 

無
料 

 

※加治木は毎月第 2・4 金曜日 

※蒲生は毎月第 3 木曜日 

サロンの様子 
(23 年度夏：姶良保健ｾﾝﾀｰ) 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

福
元
レ
イ
子 

大
西
一
弘 

和
田
サ
ヨ
子 

﨑
田
康
昭 

久
富
重
春 

吉
永 

茂 

反
田
繁
美 

米
滿
博
昭 

後
藤
邦
子 

豊
田
照
光 

津
田
定
治 

藏
満
博
文 

下
德
邊
美
穂 

宮
田
ス
ミ
子 

﨑
山
泰
子 

柳
鶴 

勉 

松
元 

健 

松
元 

正 

荒
川 

進 

村
岡
豊
子 

石
川
ハ
ル
ヱ 

七
ッ
谷
キ
ヨ
子 

木
場
達
夫 

村
田
幸
子 

向
江
サ
チ
子 

清
永
フ
チ 

赤
塚
佳
世
子 

倉
津
節
子 

福
元
政
盛 

大
西
安
喜
子 

和
田
キ
ク
エ 

﨑
田
春
惠 

久
富
茂
夫 

吉
永
ス
ミ
子 

反
田
芳
子 

米
滿
ス
ミ
エ 

渡
邊
久
子 

豊
田
清
子 

脇
之
園
キ
ヨ 

藏
満
ス
ミ 

下
德
邊
恒
郎 

宮
田
藤
徳 

﨑
山 

章 

柳
鶴
ツ
ヤ
子 

松
元
志
津 

松
元
フ
ヂ
子 

荒
川
利
男 

村
岡
達
朗 

石
川
千
代
子 

七
ッ
谷
秀
光 

木
場
ツ
ヤ 

村
田
博
文 

向
江
國
清 

清
永
清
人 

赤
塚
一
夫 

倉
津 

勇 

寺
師 

青
葉
台 

寺
師 

楠
元
団
地 

上
場 

俵
原 

山
ノ
口 

住
吉 

竪
野 

十
日
町 

中
津
野 

松
原
下 

池
島
町 

年
平 

並
木
東 

増
田 

西
之
妻 

俵
原 

俵
原
団
地 

楠
元 

松
原
上 

山
元 

俵
原
団
地
西 

松
原
上 

菖
蒲
谷 

船
津 

松
原
上 

白
金
原 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

 

－ 
弐
万
円 

 
－ 

五
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 
西
手
ヒ
ロ
エ 

森
川
重
男 

佐
原
カ
ツ
ヱ 

黒
木
松
枝 

中
間
伸
一 

長
坪
ト
ミ
エ 

田
代
キ
ヨ
子 

西
手 

実 

森
川
キ
ク
エ 

佐
原
只
志 

黒
木
益
雄 

中
間
シ
ヅ
エ 

長
坪
武
二 

田
代 

勲 

西
姶
良
東 

松
原
下 

山
野 

松
原
上 

松
原
下 

内
山
田 

中
甑 

香
典
返
し
寄
付
（
12
月
１
日
～
３
月
31
日
） 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

寄
付
者 

 
 

 
 

  

故
人 

 
 

 
 

 

自
治
会 

 
  

金
額 

本
所
（姶
良
） 

服
部
節
子 

伊
東
初
男 

永
井
郁
子 

村
井
眞
弓 

有
薗
レ
イ
子 

杉
田
敏
雄 

松
尾
由
美
子 

有
村
章
子 

小
倉 

堅 

山
口
敏
弘 

福
村
久
男 

森
口
陽
子 

田
中
ア
ツ
子 

日
髙
チ
サ
子 

南
谷
曜
一 

上
園
金
一 

小
出
水
貞
夫 

永
田
成
秋 

久
保
田
京
子 

脇
田
久
子 

中
田
初
男 

地
福
ミ
ヨ
子 

谷 

正
江 

藤
山
末
男 

相
生
親
男 

藤
﨑
タ
ミ
子 

西
別
當
祐
二 

前
田
英
彰 

池
田
ア
キ
エ 

森
園
秀
人 

髙
畠
春
義 

松
下
ユ
キ
ノ 

森
山
ひ
と
み 

松
鶴
芳
子 

村
田
勝
行 

海
老
原
美
智
子 

池
之
上
貞
治 

金
子
ト
ヨ
子 

榎
谷
重
行 

服
部
洋
一 

伊
東
譽
子 

永
井
和
子 

湯
德
い
く
子 

徳
田
末
秋 

杉
田
み
ち
子 

鶴
田
シ
ヅ 

白
坂
田
鶴
子 

小
倉
良
子 

山
口
大
介 

福
村
親
雄 

森
口 

誠 

田
中
三
義 

日
髙
利
孝 

南
谷
俊
雄 

上
園
ア
ヤ
子 

小
出
水
智
恵
子 

永
田
ス
エ 

久
保
田
秋
弘 

脇
田
栄
一 

中
田
よ
り
み 

地
福 

力 

谷 

幸
正 

藤
山
ミ
キ 

宇
宿
モ
リ 

藤
﨑 

魁 
西
別
當
ミ
ツ
エ 

前
田
友
子 

池
田
良
光 

森
園
ひ
と
み 

髙
畠
健
三 

松
下
菊
雄 

森
山
祐
二 

松
鶴
隆
義 

村
田
惠
美
子 

海
老
原
辰
美 

池
之
上
ユ
キ
エ 

金
子
末
房 

榎
谷
重
記 

白
金
原 

春
花 

上
ノ
上 

増
田 

俵
原
団
地
東 

宇
都 

竪
野 

池
島
町 

新
馬
場 

奥
山
花 

春
花 

松
原
下 

板
ノ
口 

西
姶
良
西 

十
日
町 

高
樋 

触
田
下 

寺
師 

西
之
妻 

竪
野 

竪
野 

三
拾
町 

帖
佐
駅
前 

枦
山
下 

東
原
西 

油
屋 

豊
留 

納
屋
町 

木
津
志 

松
原
上 

春
花 

宇
都 

東
原
西 

森 松
原
上 

並
木
東 

松
原
下 

青
葉
台 

丸
岡 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

 

－ 

五
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

五
万
円 

弐
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
ご
趣

旨
で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温
情
に

応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

加
治
木
支
所 

 

宮
路
カ
ズ
エ 

岩
穴
口
満
子

四
元
義
次 

松
元
キ
ミ
子 

川
原
和
子 

宝
蔵
も
と
子 

猪
俣
サ
ダ
エ 

穂
森
春
加 

田

ア
ヤ
子 

杉
田 

淳 

 
 

－ 

穗
森
康
男 

宮
内
秋
男 

千
田
勝
美 

音
之
宮
智
広 

竹
下
節
子 

緒
方
マ
ツ
エ 

杉
田
哲
朗 

宮
脇
ア
サ
子 

向
江
初
美 

北
村
道
江 

池
本
英
寛 

藤
原
立
子 

三
坂
ヨ
シ
子 

 
 

－ 

室
屋
良
一 

津
﨑
典
子 

隈
原
ユ
リ
子 

川
原
フ
ヨ
子 

宮
路
義
和 

岩
穴
口
ヒ
デ 

四
元
静
子 

松
元
春
則 

福
元
ス
ミ 

宝
蔵
虎
雄 

猪
俣
重
春 

穂
森
三
男 

別
府
サ
チ
子 

杉
田
タ
ツ 

八
郷
利
加 

穗
森
辰
夫 

宮
内 

静 

千
田
フ
キ
エ 

音
之
宮
辰
二 

竹
下
博
文 

 
 

－ 

杉
田
シ
ヅ 

宮
脇 

孝 

向
江
シ
ヅ 

北
村
義
視 

森 

典
子 

藤
原 

徹 

三
坂
光
雄 

齊
藤
忠
行 

室
屋
ケ
イ
子 

垣
内
不
二 

隈
原 

優 

川
原
芳
忠 

岩
原
西
一
区 

岩
穴
口 

天
神 

於
里 

端
山 

札
立 

毛
上 

上
木
田 

柳
田 

須
崎 

 

－ 

上
木
田 

鶴
原 

今
町 

長
谷 

萩
原 

 

－ 

須
崎 

弥
勒 

向
江
町 

瀬
戸
口 

岩
原
東 

垂
ノ
口 

萩
原 

 

－ 

中
福
良 

棚
目 

田
中 

岩
原
西
三
区 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

五
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 
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勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
掲
載
希
望
の
欄
に
は

（－
）を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

物
品
寄
付
（
12
月
１
日
～
３
月
31
日
） 

株式会社キョクヨウ 

友愛会 様 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員
と
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
、
団
体
、
施
設

及
び
事
業
所
等
で
一
定
額
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
12
月
１
日
～
３
月
31
日
）  

会 

員 

名 

○
参
千
円 

堀
之
内
誠 

○
弐
千
円 

篠
原
幸
雄 

○
壱
千
円 

田
辺
い
つ
子 

一
般
寄
付
（
12
月
１
日
～
３
月
31
日
） 

寄 

付 

者 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金 

額 
 

松
信
夫 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

壱
拾
万
円 

株
式
会
社
キ
ョ
ク
ヨ
ウ
友
愛
会 

 
 
 

 
 
 

弐
拾
万
円 

湯
地
兼
雄 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

五
万
円 

山
田 

力 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

壱
万
弐
千
円 

加
治
木
町
高
齢
者
囲
碁
同
好
会 

 
 

 
 
 

 
 

参
万
円 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
た
ん
ぽ
ぽ
加
治
木 

 
 
 

壱
万
五
千
円 

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
た
ん
ぽ
ぽ
加
治
木 

 
 
 

壱
万
五
千
円 

田
原 

勝 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

七
千
七
円 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
加
治
木
地
区
女
性
部 

 
 

 
 

 
 

壱
万
円 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
蒲
生
地
区
女
性
部 

 
 
 

 
 
 

 

壱
万
円 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
姶
良
地
区
女
性
部 

 
 
 

 
 

 
 

壱
万
円 

昭
和
二
十
一
年
船
津
小
同
窓
会 

 

弐
万
三
千
百
四
拾
五
円 

さ
つ
ま
司
酒
造
株
式
会
社 

壱
拾
四
万
四
千
五
百
弐
拾
弐
円 

南 

京
子 

山
口
あ
け
み 

酒
匂
静
子 

山
内
幸
子 

向
江
脇
正
子 

山
口
武
夫 

大
峯
通
子 

川
野
シ
ヅ
子 

酒
匂
セ
ツ
子 

酒
匂
景
文 

山
内
五
十
六 

向
江
脇 

功 

山
口
キ
ミ 

大
峯
眞
實 

松
原
上 

高
山
団
地 

川
東
前 

楠
田 

米
丸
中
村 

上
東 

漆
下 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

 

－ 

弐
万
円 

 

－ 

寄
付
者 

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社 

鹿
児
島
支
社 

物 

品 

車
椅
子 

一
台 

 

ラウンドダンス 

たんぽぽ加治木 様 

第
七
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
四
日
発
行
）

特
別
会
員
の
会
費
納
入
の
中
で
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

心
か
ら
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
左
の
と
お

り
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

会
員
名 

 
 

 
 

 
 

金 

額 
 

木
場
武
春 

 
 

壱
千
円
→
参
千
円 

穂
森
典
子 

奥 
勝
海 

内
村
昭
夫 

中
原
順
子 

二
見 

昭 

山
崎
五
月
子 

黒
田
直
子 

猪
目
京
子 

坂
元
ハ
ナ
子 

津
崎
正
幸 

森
木 

正 

緒
方 

勉 

田
中
香
代
子 

緒
方
清
則 

穂
森
ユ
キ
エ 

奥 

サ
タ
ヱ 

内
村
仁
露 

永
田
ノ
リ 

二
見
つ
た
子 

山
崎 

貢 
西 
ハ
シ
エ 

猪
目
ミ
キ 

坂
元
政
清 

津
崎
チ
エ
子 

森
木
康
弘 

緒
方
ア
キ
子 

別
府
ユ
キ
ノ 

緒
方
ト
キ 

上
木
田 

西
反
土
後 

永
原 

下
新
道 

萩
原 

西
塩
入
下 

柳
田 

高
井
田 

中
野 

高
井
田 

小
陣 

向
江
町 

新
町 

長
谷 

弐
万
円 

 

－ 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

五
万
円 

蒲
生
支
所 

 

湯
之
原
哲
也 

冨
吉 

等 

横
山
チ
リ
子 

三
池 

辰 

迫 

和
昌 

愛
甲
マ
ル
子 

北
原
源
平 

川
原
林
盛
人 

髙
木
ナ
ツ
子 

大
脇
冨
紗
子 

藤
谷
亜
太
可 

上
福
元
美
恵
子 

宗
像 

貢 

田
之
上
六
男 

持
留
伊
佐
子 

指
宿 

誠 

厚
地
ツ
ギ 

南 

京
子 

本
村
優
子 

中
村
亮
介 

厚
地
万
里
子 

森
田
博
美 

湯
之
原
久
子 

冨
吉
キ
サ
エ 

横
山 

弘 

三
池 

通 

迫 

ト
キ
エ 

愛
甲
次
男 

北
原
六
女 

川
原
林
ハ
ツ
子 

髙
木
正
義 

大
脇
為
元 

藤
谷
信
子 

上
福
元
幸
男 

宗
像
ハ
ル 

田
之
上
ミ
カ 

立
和
田
ア
キ
エ 

指
宿
サ
エ 

厚
地
辰
美 

黒
江
ヨ
シ
エ 

本
村 

亘 

中
村
哲
夫 

厚
地
定
春 

森
田
キ
ミ
子 

白
男
上 

畠
田 

宇
都 

川
東
上 

霧
島
後 

宮
内
上 

中
原
上 

小
川
内
下 

迫
東 

後
田
下 

町
下 

大
迫 

下
久
徳
下 

楠
田 

迫
中 

八
幡 

楠
田 

霧
島
下 

川
東
中 

小
川
内
上 

町
下 

高
山
団
地 

 

－ 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弍
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

五
万
円 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

弐
万
円 

弐
万
円 

特
別
会
員
加
入
の
お
願
い 

【
会
費
】
年
額 

壱
千
円
以
上 

【
特
別
会
員
加
盟
店
】 

①
薩
摩
の
里
（
市
比
野
温
泉
） 

②
野
鶴
亭
（
霧
島
市
隼
人
町
日
当
山
） 

③
湖
畔
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
い
む
た
（
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
） 

④
霧
島
ハ
イ
ツ
（
霧
島
市
温
泉
郷
） 

【
会
員
特
典
】 

・
①
～
③
の
の
宿
泊
料
（
一
泊
二
食
）
休
憩
料
一
〇
％
割
引 

・
③
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
も
五
％
割
引 

・
④
宿
泊
の
室
料
を
一
〇
％
割
引 

さつま司酒造 

株式会社 様 

フォークダンス 

たんぽぽ加治木 様 
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【平成 23 年度 赤い羽根共同募金結果】 
（平成 23年 10 月 1 日～平成 23年 12 月 31 日） 

募金種別 金 額 備 考 

戸 別 募 金 ８，１０８，８０７円 340 自治会 

街 頭 募 金 ７２６，３０８円 15 店舗前 

法 人 募 金 １，１０９，８１８円 156 法人・企業 

学 校 募 金 ２４０，９１８円 23 校 

職 域 募 金 １６２，０３４円 14 法人・施設 

イベント募金 ３２８，７２８円 8 会場 

個 人 募 金 ８９，３０８円 15 名 

そ の 他 募 金 １，４０５，９３４円 
10 団体 

募金箱（70 か所）  

 

 

 
 

赤い羽根共同募金運動には、自治会をはじめ、企業・店舗、団体、施設、学校など、たくさんの

方々のご理解とご協力をいただきました。集まりました募金は、鹿児島県共同募金会に送金した

のち、姶良市や鹿児島県内での福祉活動や被災地での支援活動に役立てられます。 

みなさまの心あたたまるご支援に対し、厚く御礼申し上げます。 

戸別募金  
街頭募金 

法人募金 

その他募金   

個人募金    

イベント募金   

職域募金 

学校募金     

  

募金総額 

12,171,855 円 
（一般募金と歳末たすけあい募金の合計額） 

平成２３年度赤い羽根共同募金運動では、延べ８５０人以上

の募金ボランティアにご協力をいただくことができました。 

たくさんのボランティア協力ありがとうございました。 

「第１回あいら福祉まつり」の中で、漆小学校の皆さんにボ

ランティア活動発表を行っていただきました。この中で、募金

ボランティアに参加された際の感想をお聞きすることができま

したのでその一部をご紹介します。 

 11 月 20 日、私たちは「蒲生どんと祭り」の会場の蒲生

小学校の正門で、赤い羽根募金活動を行いました。初めての

体験なので少し不安でしたが、おそろいのジャンパーを着て、

首に募金箱をかけてがんばることにしました。最初、声を出

すのがとても大変でした。それは呼びかけをするのにみんな

に聞こえるように大きな声を出さないといけないからです。 

 でも、近づいてきて「たいへんだね」「がんばってね」と声

をかけてくれる方々もいて、とても元気になりました。２時

間ぐらいの活動で、のどと足が痛くなりましたが、心は軽く

会場に来ているみんなの顔がとてもやさしく感じました。  


